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背景

 デジタルコンテンツの著作権を保護する
ためDRM(Digital Rights Mnagement)が導
入されている。

 使用目的の変更や二次利用の著作権調停
を自律的に行うために、コンテンツのカ
プセル化とモバイルエージェントが利用
されている。

 エージェント間で通信を行う際に、
流通後のコンテンツの位置の把握する際に
利用者などのプライバシーを保護する必要



目的

 プライバシーを保護しつつ、流通後の
コンテンツのエージェントと権利者の
エージェントが通信可能な、匿名経路
制御システムを提案する。
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DRMシステム（デジタル著作権管理）の必要条件

１・著作権の所有者は処理情報の条件を設定可
能

２・分配された情報の完全性は保証されなければ
ならない

３・所有者は使用者側での著作権の使用方法の
妥当性をチェック可能

４・所有者は情報を使用するための条件を変更す
ることが可能

５・所有者は分配された情報を最新のものにする
ことが可能



エージェントベースのDRM

・情報カプセルエージェント コンテンツを提供する
権利を持つ

・アクセス制御エージェント コンテンツを取得する
権利を持つ



情報カプセルの内容









今後の課題

今後は匿名経路制御システムの実装につい
て検討していきたい


